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　私は今、３つの夢を持っています。１つ目と２つ目は、とても個

人的な夢です。夢というより、希望と言ったほうがいいのかもしれ

ません。

　１つ目。それは、少しでも多くの人たちに“すごいね”“カッコい

いね”“素敵だね”と言ってもらえるような人間になる
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ことです。

　もう65歳にもなったのに、今さらそんなことを言っているのか、

とあきれられるかもしれません。確かにそうかもしれませんが、こ

の“人からほめられたい”という思い（社会的自尊感情 Social Self 

Esteem：SOSE）は、生まれてからこの方ずうっと抱いてきた思い

ですし、これからも私の生きる力の源泉として大切な思いです。こ

の本を手に取ってくださっているあなたが、“すごくよくわかる”

“とても役立つ”と思ってくださるとしたら、私の１つ目の望みが満

たされることになります。

　２つ目は、身近な大切な人と同じ道を歩みながら、体験と感情を

共有したいという願いです。
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　一人で進んでいくには、人生はあまりに過酷でさびしい道のりで

す。ですから、いつでも誰かがそばにいてほしい。“スタンド・バ

イ・ミー（僕のそばにいて）”が願いです。それは心からの切実な願

いです。そのことによって、私は大きな力を得て、支えられ力づけ

られ、倒れてもまた起き上がって進んでいく勇気（基本的自尊感情 

Basic Self Esteem：BASE）を持てるのだと思います。

　幸いにして、私には家族もいますし、信頼できる若い仲間たちが

います。事実今回も、私の大切な２人の仲間、九鬼種乃さんと望月

美紗子さんが力を貸してくださって、この本の後半に貴重な資料を

載せてくださいました。ほんの森出版の編集担当である小林敏史さ

んも、共に歩んでくださる信頼できる人のお一人です。

　３つ目の望みは、とてつもなく大きな、そして根源的かつ究極的

な願いです。それは、遠くない未来に、この地上から悲惨な戦争や

争いがなくなることです。

　地球上に暮らすすべての人たちが、虐げられたり苦しめられたり

することなく、そして互いに傷つけあったり殺しあったりすること

のない、そんな平和な世界を得たいというのが究極の願いであり、

目標であり望みです。そのために、その究極の頂きをめざして、あ

らゆる学問も研究も一歩一歩困難な山道を登り続けているのだと思

います。自尊感情の研究も、いのちの教育の実践も、私の携わって

いるあらゆる仕事は、私なりの道筋をたどって究極の頂きをめざす

歩みだと信じています。

　同じ登山口から登り始めたのに、一時的に離れ離れになって、別

の登山道を登っている仲間もいます。でも同じ頂きをめざしている

ならば、やがて頂上近くまで登ったときには、互いに声をかけあう
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ことができ、手を携えあえるところまで近づけるはずです。同じ思

いを持つそんな多くの仲間たちと、同じ頂きをめざしている。そう

思えば、今の少しのさびしさは、逆に将来への希望になるように思

います。

　この本のおもな部分は、『月刊学校教育相談』に2011年４月号から

１年間連載したものです。今回、それを１冊の本としてまとめるに

あたって、授業に役立つ絵本リストと実際の授業展開の例を加えま

した。

　この小さな本が、自尊感情の理解と、子どもたちを支える活動を

続けるための方位磁石になることを心から願っています。
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